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はじめに 有機薄膜太陽電池にはトラップが存在し、光電変換効率を低下させる一因とな

っている。このトラップを検出する方法はいくつかあるが、我々は負荷抵抗を接続した太

陽電池に光誘導吸収測定を行うことで、比較的浅いトラップの情報が得られることを明ら

かにしている[1]。そこで今回、この手法を異なる構造の有機薄膜太陽電池に適用し、その

トラップの起源について調べたので、その結果について報告する。 

実験 本研究では、P3HT、PCBMバルクヘテロ接合を用い ITO/PEDOT:PSS/P3HT:PCB

M/Al順構造の素子を作製した。逆構造の太陽電池（ITO/TiO2/P3HT:PCBM/MoO3/Au）も

作製した。さらに陽極バッファー層や陰極バッファー層の有無についても調べた。光誘導

吸収測定には、ポンプ光として 488 nm のレーザー光を用い、100 mW/cm2の条件で測定

を行った。プローブ光は 680 nmとした[2]。接続する負荷には主に 10 kΩ以上の抵抗を用

いた。 

結果及び考察 図 1 に順構造太陽電池を用いて評価した光誘導吸収測定の変調周波数依存

性を示す。ここでは直交成分のみを示してある。負荷抵抗を接続すると低周波数側に新た

なピークが現れ、負荷抵抗を小さくするに従って高周波数側にシフトする様子が観測され

る。これは負荷抵抗を小さくすると、半導体層の内臓電界が増大し、Poole-Frenkel効果等

によりデトラップが促進されるためと考えられる[1]。逆構造太陽電池ではこのピークが小

さくなることから、観測できている浅い

トラップ密度は低いと考えられる。さら

に、順構造の太陽電池では PEDOT:PSS

層の有無に関係なく、このトラップが観

測されることからAlなどの反応性の高い

金属と有機半導体との界面近傍にトラッ

プが生成されると考えられる。 
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Fig. 1 Modulation frequency dependence of 

photoinduced absorption of a conventional 

solar cell based on P3HT and PCBM. 
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